
市議会だより

❶坂
ばんない

内　鉄
てつ

次
じ

❷創造喜多方
❸岩月町大都字大

名2917
❹22-7857

喜
多
方
市
議
会
副
議
長
と
し

て
、
議
長
を
補
佐
し
、
喜
多
方

市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
市

議
会
の
円
滑
な
る
運
営
と
喜
多

方
市
政
伸
展
の
た
め
に
全
力
を

傾
注
い
た
す
所
存
で
す
。

市
民
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
で

構
成
す
る
本
市
議
会
が
、
民
主

的
か
つ
公
正
公
平
な
進
め
方
の

で
き
る
議
会
、
市
政
執
行
へ
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
充
分
に
果
た

せ
る
議
会
、
主
権
者
た
る
市
民

の
思
い
・
意
見
が
反
映
さ
れ
る

議
会
、
日
々
の
議
員
活
動
と
調

査
・
研
鑽
の
中
か
ら
政
策
立
案
・

提
言
が
で
き
る
議
員
・
議
会
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

副議長
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臨時号
2019年６月

❶齋
さい

藤
とう

 勘
かんいちろう

一郎
❷新良致会
❸山都町小舟寺字

下平甲112
❹38-2730

～市民の代表22人が決定  新体制が始動～ 

議
会
は
二
元
代
表
制
の
も
と
、

市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
、

市
民
生
活
の
向
上
、
市
政
の
伸

展
、
自
治
の
発
展
に
寄
与
す
べ

き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

市
政
の
監
視
・
チ
ェ
ッ
ク
機

能
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
皆
様

の
声
・
意
見
等
を
的
確
に
捉
え
、

政
策
立
案
等
、
市
政
に
反
映
で

き
る
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、

そ
の
機
能
を
十
分
に
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に

信
頼
さ
れ
、
開
か
れ
た
議
会
に

す
る
こ
と
が
私
の
責
務
と
考
え
、

議
会
基
本
条
例
を
規
範
と
し
、

議
会
改
革
に
努
め
る
と
と
も
に
、

公
正
公
平
で
円
滑
な
議
会
運
営

を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

議 長

５月14日（火）の臨時議会において、休議中に議長の立候補にかかる所信表明会が行われ、
齋藤勘一郎議員、山口和男議員がそれぞれ所信を表明しました。
その後、本会議において議長選挙が単記無記名投票により行われ、齋藤勘一郎議員が第８
代喜多方市議会議長に当選しました。
また、副議長の立候補にかかる所信表明会も同様に行われ、坂内鉄次議員が所信を表明し、
本会議において議長選挙同様に副議長選挙が行われ、坂内鉄次議員が第８代喜多方市議会副
議長に当選しました。
その他、監査委員に小林時夫議員を選出、各常任委員会、議会運営委員会のメンバーがそ
れぞれ決定しました。

※所信表明の様
子は喜多方市議
会オンデマンド
配信でご覧いた
だけます。
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❶佐
さ

藤
とう

　忠
ただ

孝
たか

❷新良致会
❸関柴町平林字五厘725-9
❹24-4311
❺高齢者世代と若者世代がともに

安心して暮らせるまちづくりと、基幹産業と観
光の組み合わせによる地域経済の活性化に取組
みます。

❶氏名 /❷会派 /❸住所 /❹電話番号（市外
局番は省略しています）/❺抱負

❶矢
や

吹
ぶき

　哲
てつ

哉
や

❷日本共産党喜多方市議団
❸松山町村松字常盤町2758
❹22-2093
❺福祉、暮らし優先のあたたかい

市政、住民参加・住民自治のまちづくりをめざ
します。

❶小
こ

島
じま

　雄
ゆう

一
いち

 
❷新良致会
❸塩川町吉沖字久子ノ内13-1
❹27-3628
❺「親子三代がともに喜ぶ喜多方」

の実現を目指し、地域内循環型経済の体制づく
りで、縮小社会を克服します。

❶小
お

澤
ざわ

　誠
まこと

　
❷日本共産党喜多方市議団
❸慶徳町山科字山崎3240
❹22-1883
❺原発をなくし、自然再生エネル

ギーの推進の喜多方をつくります。市民の暮ら
しを守り、市民が主役のまちづくりを実現しま
す。

❶渡
わた

部
なべ

　一
かず

樹
き

❷高和会
❸字西四ツ谷173-4
❹22-6035
❺歴史や伝統、人材などソフトパ

ワーを最大限に生かし、長期的視野に立った魅
力ある持続可能なまちづくりを進めます。

❶山
やま

口
ぐち

　文
ふみ

章
のり

❷新良致会
❸慶徳町松舞家字木曽ノ原911
❹22-4830
❺子育て支援や地域産業の活性

化、地域再編への取り組みなど、地域が発展で
きるような活動を推進します。

❶蛭
ひる

川
かわ

　靖
やす

弘
ひろ

❷和同の会
❸字桜ガ丘一丁目95
❹23-6410
❺郷土を愛する心を育み、次世代

を担う人材への投資を実現し、正確なデータに
基づいた未来予測と新時代に沿う物差しを生み
出します。

❶十
じゅうにむら

二村　秀
ひで

孝
たか

❷新良致会
❸豊川町高堂太字高里1137
❹22-1015
❺市民の皆様との対話を大切に、

喜多方の若者が自信と誇りをもって、次世代に
引き継がれるまちづくりを実現します。

❶菊
きく

地
ち

　とも子
こ

❷公明会
❸岩月町宮津字岩崎5196
❹22-7892
❺お一人おひとりの声を大事に、

誰もが自分らしく輝き活躍できる共生社会の構
築を目指し、女性目線で改革を推進します。

❶上
うえ

野
の

　利
り

一
いち

郎
ろう

❷新良致会
❸熱塩加納町山田字堂ノ下甲1614
❹36-2032
❺議会と市民の距離感を縮め、丁

寧な地域づくり支援や若者の移住定住支援な
ど、時代の変化に対応し、民意を的確に議会に
反映します。

❶小
こばやし

林　時
とき

夫
お

❷公明会
❸松山町村松字桜清水1990-7
❹24-4802
❺苦労した方が報われる社会の実

現を目指し、防災・減災・復興と教育環境整備・
教育費負担軽減、少子高齢化・人口減少対策に
取組みます。

議 　 員 　 紹 　 介
❶長

なが
澤
さわ

　勝
かつ

幸
ゆき

❷創造喜多方
❸字通船場33
❹22-1165
❺市民の声に耳を傾け、未来につ

ながる提言を粘り強く実行します。自然を生か
した喜多方にしかできないまちづくりを推進し
ます。

❶伊
い

藤
とう

　弘
ひろ

明
あき

❷新良致会
❸字舞台田3117-5
❹23-1116
❺地域おこしなどの市民運動の展

開と市民の生活レベルの向上に向けた運動を実
行し、明るい喜多方市をつくります。

❶渡
わた

部
なべ

　勇
ゆう

一
いち

❷創造喜多方
❸熊倉町熊倉字熊倉877
❹22-1869
❺広域連携による効率化と経費削

減の実現、教育機関の誘致によって人口減少に
歯止めをかけ、地域経済の活性化を実現します。

❶五
い が ら し

十嵐　吉
よし

也
なり

❷新良致会
❸関柴町上高額字原田1355
❹22-2581
❺雇用環境の整備と住民負担の軽

減化、税金の有効活用による市民福祉の向上の
実現を目指します。

❶齋
さい

藤
とう

　仁
じん

一
いち

❷創造喜多方
❸山都町三津合字河原田4848
❹38-2788
❺地域が元気になるまち・人が生

き生きするまちを目指し、地域内循環型経済と
官民一体での小さな自治の構築の実現を推進し
ます。

❶後
ご

藤
とう

　誠
せい

司
じ

❷高和会
❸高郷町川井字下川井1517
❹44-2057
❺均衡ある喜多方市の発展を目指

し、地域の課題解決に努め市民の声に謙虚に耳
を傾け、子育て支援・介護支援の充実を図りま
す。

❶田
た

中
なか

　雅
まさ

人
と

❷結いの会
❸塩川町五合字金森甲568-1
❹27-2374
❺憲法を暮らしに生かす立場で住

民自治を徹底し、地域を市民自ら創出すること
を目指し、皆様の声を市政に届けます。

❶佐
さ

原
わら

　正
まさ

秀
ひで

❷高和会
❸熱塩加納町宮川字寺ノ前1415
❹36-2343
❺農・商・工の連携によるバラン

スの取れたまちづくりと、対話による市民主役
の政治の推進を実行し、住みつづけたい街を実
現します。

❶山
やま

口
ぐち

　和
かず

男
お

❷和同の会
❸豊川町米室字柳原１
❹22-3285
❺和して同ぜず。信念と主体性を

失わず、安易に同調せず、迎合せず、持続可能
な喜多方市の実現を目指します。
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総務常任委員会
　市の財産管理や税務関係、歳入予算全般、他の常任委員
会の所管に属さない事項についての審査を担当
委 員 長 五十嵐　吉　也 副 委 員 長 後　藤　誠　司
委 員 小　澤　　　誠 委 員 小　島　雄　一
委 員 坂　内　鉄　次 委 員 渡　部　勇　一
委 員 伊　藤　弘　明 委 員 齋　藤　勘一郎

文教厚生常任委員会
　市民の生活環境・保健福祉・医療に関することや、学校
教育・生涯学習など教育分野全般についての審査を担当
委 員 長 上　野　利一郎 副 委 員 長 菊　地　とも子
委 員 矢　吹　哲　哉 委 員 山　口　文　章
委 員 蛭　川　靖　弘 委 員 長　澤　勝　幸
委 員 佐　原　正　秀   

産業建設常任委員会
　市道管理、公営住宅、都市計画、上下水道に関することや、
農林業、商工業、観光振興の分野についての審査を担当
委 員 長 渡　部　一　樹 副 委 員 長 田　中　雅　人
委 員 十二村　秀　孝 委 員 小　林　時　夫
委 員 齋　藤　仁　一 委 員 佐　藤　忠　孝
委 員 山　口　和　男   

　本会議の運営や議会改革についての協議・調整を行います。 　喜多方市・北塩原村・西会津町で組織し、市町村が単独
では処理困難な事業や施設整備等を共同処理によって進め
ています。その議会の議員定数は、喜多方市 6 人、北塩原
村 1 人、西会津町 2 人の計 9 人です。

委 員 長 齋　藤　仁　一 副 委 員 長 小　島　雄　一
委 員 小　澤　　　誠 委 員 渡　部　一　樹
委 員 蛭　川　靖　弘 委 員 菊　地　とも子
委 員 長　澤　勝　幸 委 員 伊　藤　弘　明

議会運営委員会

矢　吹　哲　哉 渡　部　勇　一 田　中　雅　人
佐　原　正　秀 山　口　和　男 齋　藤　勘一郎

喜多方地方広域市町村圏組合議員

新良致会
会 長 佐　藤　忠　孝 顧 問 五十嵐　吉　也
幹 事 長 小　島　雄　一 副 幹 事 長 伊　藤　弘　明
会 計 上　野　利一郎 会 員 齋　藤　勘一郎
会 員 十二村　秀　孝 会 員 山　口　文　章

創造喜多方
会 長 齋　藤　仁　一 副 会 長 渡　部　勇　一
幹 事 長 坂　内　鉄　次 会 計 長　澤　勝　幸

高和会
会 長 渡　部　一　樹 幹 事 長 後　藤　誠　司
顧 問 佐　原　正　秀 　 　

公明会
会 長 小　林　時　夫 幹 事 長 菊　地　とも子

日本共産党喜多方市議団
団 長 小　澤　　　誠 幹 事 長 矢　吹　哲　哉

和同の会
会 長 山　口　和　男 幹 事 長 蛭　川　靖　弘

結いの会
代 表 田　中　雅　人

会派 考え方や意見を同じくする議員が、その考えを効率的に市政に反映させるために
集まって活動しています。

各常任委員会
本会議において議長から付託された予算や条例などの議案や、請願・陳情につ
いて、所管部局から詳しい説明を受け、専門的に審査する常設の委員会です。

※いずれも任期は２年です


